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目的

目的
地方に移住して起業家を目指す人に対し、岐阜県内のローカル起業家が講師となって
移住・起業を実現するための研修講座を実施し、講座参加者の将来的な移住・定住・
起業を目指す

概要

（1）起業家講師の選定
（2）アントレプレナー研修のカリキュラム作成
（3）研修生の募集
（4）アントレプレナー研修講座の実施



（1）起業家講師の選定

■実際に郡上市へ移住し起業した経験のある事業家にヒアリングを実施。4名の講師を選定した。
【ヒアリング内容】
現在の事業内容／移住・起業までの経緯と経歴／困難だったこと・挫折経験と乗り越えた背景／気づきや学び／講座でお話

いただく内容について 等

興膳健太さん
猪鹿庁長官
1982年 福岡県出身。2007年から岐阜
県郡上市に移住。2009年から「NPO 法
人メタセコイアの森の仲間たち」の代表
理事として、自然体験を通したまちづく
り活動を行う。また、猪鹿庁を立ち上げ、
猟師の6次産業化や獣害対策に取り組む。
第一回狩猟サミットや日本猪祭りの発起
人で、現在は「郡上里山株式会社」の代
表取締役を務め、猟師として里山保全活
動を行う。

小澤陽祐さん
有限会社スロー代表。ナマケモノ倶楽部
共同代表。
1976年千葉県松戸市生。1999年よりス
ロームーブメントに関わり、2000年ス
ロー社を設立。2009年、スローコー
ヒー八柱店をオープン。2016年からは
焙煎機の電力を100%太陽光発電の電気
に切替え【ソーラー焙煎】を開始。現在、
松戸と郡上の2拠点生活を営む。

水口晶さん
アースシップ代表
1972年京都生まれ現在岐阜県郡上市美
並町在住。国道でヒッチハイクしてい
たところを拾ってもらったのが縁で卒業
後に単身岐阜へ。1997年にアウトトド
アスポーツ体験事業EARTHSHIP設立。
現在は長良川をフィールドとしたラフ
ティングやカヌー体験の他、キャンプ場
の運営なども手掛ける。

平野彰秀さん
NPO 法人地域再生機構副理事長
NPO 法人 HUB GUJO 理事
1975年岐阜市生まれ。18歳から32歳ま
で、東京在住。デザイン会社・経営コン
サル会社を経て、2008年岐阜市にUター
ン。2011年、岐阜県郡上市石徹白に移
住し、2016年集落全戸出資による水力
発電所を建設。地域再生機構副理事長、
郡上カンパニーディレクター、HUB 
GUJO 理事、石徹白洋品店取締役。



（2）アントレプレナー研修のカリキュラム作成

■zoomを利用し完全オンライン開催（GoogleDriveでのクラウドでのファイル共有、GoogleFormを活用したアンケート手法、
FaceBookグループページでのコミュニティ作成、メッセンジャーグループ機能）
■全4回の講座、第0回のオンライン公開説明会、第1回は参加者同士の相互理解の場、第6回の総合発表会を設定

講座名 「まれびと」という生き方から学ぶ -共にリアルを探る全6回のオンライン講座-

カリキュラム
概要

第0回：9月25日(金) 20:00～21:30 平野彰秀さん「『まれびと』とは何か」（公開説明会）
第1回：10月9日(金) 20:00～22:30 オリエンテーション&深く共に探る作戦会議
第2回：10月23日(金) 20:00～22:30 興膳健太さん「理想の地域と未来への挑戦」
第3回：11月6日(金) 20:00～22:30 小澤陽祐さん「2拠点生活で地域に根ざすとは」
第4回：11月20日(金) 20:00～22:30 水口晶さん「失敗の連続と経営のあり方」
第5回：12月4日(金) 20:00～22:30 平野彰秀さん「共同体の中で生きるということ」
第6回：12月18日(金) 20:00～22:30 振り返りシェア会

対象者
募集定員：10名程度（県外５名以上）
ターゲットイメージ：・地域で移住を考えている・地域でしごとをつくることに興味がある・何か新しいことに挑戦してみたい・地域で起業をしている人がどんな生き方をして
いるのか知りたい

講座受講後の
ゴール

・未来から逆算し漠然とした不安を感じていたが、見えない未来を描くことにわくわくしている。
・不明瞭だったことを深く知ることができ、リアルに自分の理想の未来を描き、一歩踏み出すことができる。

コンセプト

今回、様々な流れで郡上に導かれ、共同体を揺るがし、新しい風をもたらした「まれびと」たちを講師として迎え、謎に包まれたしごと、暮らし、その生き方を深く探ってい
きます。まれびとたちは、意図して、目指して、移住や起業をしたわけではないと話してくれました。綺麗なエピソードだけでは語れない、苦労や困難も含めた様々な体験
を経て、結果として今がある、と。それではまれびとたちは、なぜ移住に至ったのか、どう仕事をつくったのか。その他、移住後の暮らし、失敗談、地域の方との関係性の築
き方…など参加者のみなさんと知りたいことのリアルを深く掘り下げて学びます。「まれびとたち」との対話を通じて、普段語られることのなかった体験談から、共にこれからの
生き方・はたらき方・暮らし方と、実践のためのヒントを学びませんか？

特徴
・講師からの受け身で受講するのではなく、参加者主体で積極的に学ぶスタイル
・講師・参加者の壁を超えた学びのコミュニティの形成
・起業だけでなく地域の共同体を大切にする生き方そのものから学ぶ郡上らしさを表現



（3）研修生の募集

①告知ページの作成
Facebookイベントページ、Peatix募集ページを作成し、集客を実施した。
【リーチ数】6014名にリーチし、156名が興味を示した（参加希望11名／興味あり145名）



（3）研修生の募集

②公開説明会の実施
■講座第0回は公開説明会として、実際に講師に登壇いただき、講座を実施。（23名が参加）
■県外からの参加者は10名（東京4名、名古屋4名、神奈川県1名、茨城県1名）
■参加者のうち、94.1%が連続講座に興味を持ち、64.7％が講座への参加を希望した。

③参加者の属性
■年代：10代・20代の学生が3名、20代社会人3名、30代3名、40代7名
■男女比率：男性:女性＝10:6
■都道府県：岐阜県6名、東京5名、神奈川県2名、埼玉県1名、茨城県1名、愛知県1名
■職業：学生、公務員、会社員、地域おこし協力隊 等



（4）アントレプレナー研修講座の実施

■初回は参加者同士の相互理解と学びを深めたい内容についてのブレストの場を設定、第2〜4回で講師の講座を受講し、第6
回の振り返りシェア回で連続講座で学んだ内容の発表会を実施した。
■講師からの一方的な情報提供ではなく、参加者が学びたいことをメンバーとの対話から明確にし、主体的に講師に質問をす
ることで、参加者主体の学ぶスタイルを形成し、参加者・講師・運営の垣根を無くした学びのコミュニティ形成を行った。

事前課題

自己紹介シート・マイプ
ロシートを提出し、相互

理解を深めた

最終シェア会

学んだこと・次に活かし
ていくことを発表。学び
のアウトプットの機会を

設けた

Facebookグループの活用

参加者同士の関心事や日常
の共有ができるコミュニ

ティを形成



事業の成果

1. 県外の参加者を誘致でき、高い満足度が得られた

アンケート回答者9名のうち、・9名中全員が講座に満足したと答えた（居住地は東京3名、岐阜2名、名古屋2名、神奈川県1名、茨城県1名）

2. 講座での学びが、参加者の挑戦・行動の後押しとなった

学びがインプットで終わらず、参加者のマイプロジェクトや生き方に挑戦する勇気を与え、実際に行動に移すモチベーションを高めたことが分かった。

3. 講師と参加者との繋がりが生まれ、参加者全員が郡上へ訪れたいと感じるきっかけとなった

アンケートに回答した参加者全員が郡上に訪れたいと回答した

4. 移住だけに限らず、参加者ごとに多様な地域への関わり方があり、関わることを希望する者がいることが判明した。

実際に郡上でやってみたいこととして具体例を挙げる者もいた

移住だけでなく、地域での起業・副業・兼業等、参加者それぞれの関わり方で地域で活躍したい移住潜在層や関係人口に繋げることができた。

5. 企画・運営から移住候補者が関わることで、実際に移住予定が明確となった


